
学校法人宮崎総合学院　宮崎こども・医療専門学校

科目コード KOIC 0034

履修区分

講義 開講学年 学期

中川早人 実務経験 単位数

回 授業外学習時間

1 60分

2 300分

3 120分

4 120分

5 120分

6 120分

7 120分

8 120分

9 120分

10 120分

11 120分

12 120分

13 180分

14 60分

15 120分全体のまとめ 授業全体を通してのまとめ

評価方法 ・積極的に参加、活動状況、授業態度　　・指導計画の立案用紙の提出

教科書 参考書
成29年告示『幼稚園教育要領』『保育所保育指針』
『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』　原本
文部科学省　厚生労働省　内閣府・文部科学省・厚生労働省＜チャイルド本社＞

４歳児の運動あそびの支援 4歳児の運動遊びまとめ

運動あそびの計画立案 指導計画案作成

運動あそびの計画立案の発表・実践 反省・感想レポート

短なわをつかった運動あそび 授業に関連する運動遊びまとめ

基本的運動の段階における指導・援助について 段階別指導法・援助方法のまとめ

５歳児の運動あそびの支援 ５歳児の運動遊びまとめ

ボールを使った運動あそび 授業に関連する運動遊びまとめ

フープを使った運動あそび 授業に関連する運動遊びまとめ

新聞をつかった運動あそび 授業に関連する運動遊びまとめ

走る(　いろいろな　おにごっこ　) 走るに関連する遊びのまとめ

ジャンプ、片足ジャンプ　両足ジャンプ ジャンプに関連する遊びのまとめ

反射的運動の段階、初歩的運動の段階における指導、援助について 指導法・援助方法のまとめ

授業計画・内容 授業外学習の内容

オリエンテーション　アイスブレーキングゲーム ゲームの感想レポート

幼児期の年齢ごとに応じた身体機能の発達の理解 年齢別身体機能の発達まとめ

授業の概要

・幼児期の運動あそびを追体験することを通して、保育者として必要な運動あそびのレパートリーを増やすこととバリエーションの拡げ方を
理解するとともに、運動あそびの指導に効果的な保育技術についての学習をすることで、実習等での実践に役立てる。
・実践を取り入れながら、発達段階に合わせた指導方法や安全的配慮等について考えられるようグループワークを行う。

授業科目名 幼児と健康

学科・コース名 こども未来科 必修

授業形態 2年次 前期

担当教員 有 1 単位

授業の
目的・目標

・「今の時代を生きる子どもたち」に対する運動あそびのもつ教育的意義について説明できる。
・子どもの発達段階の特徴について理解を深め、各種の運動あそびを素材とした短期の指導計画を作成することができる。
・運動あそびのねらいを「ねらい」を実技するために効果的な指導技術を習得する。


